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忍とが
き

:
'以
上
：に
於
て
、
先
づ
、«
近
^

於
け
る
均
衡
爲
替
相.場
の
：理
論
の
：原
型

〗 

と
しP

、
..

力
.
^
:セ
ル
理
論
及
び
ヶ.ィ
シ
.ズ
；理
論
の̂

れ
^

;の
：：

理
遍
的
立 

場
を
1
應
明
ら
が
：に
し
7ヽ
次
で
、.そ
れ
|

0.
理
論
的
立
場
が
最
近
：に
於 

て
如
何
に
展
開
さ
れ
、
如
何
に
發
展
せ
し
込
ら
れ
た
か
、
：̂

摩

察

':
1
>て
來 

:

た
の
で
あ
る
。
.€
し
：て
此
#

1'
目
ひ
得
る
.事
ば
、.假
令
、
«

近
：に
於
て
次 

多
數
の
論
考
の
承
認
ぜ
る
觅
解;>
:
ば
.い
：へ
、
：.國
際
收
支
說
の
見
解
は
、

)

均 

衡
爲
替
相
場
の_:理
諭
と
し
て
：ば'>
極
め
て
不
寃
会
で：

あ
苓
樣
に
啟
は
れ 

.

.る
ッ
と
貧
ふ
事
で
あ
る
。
.
國
際
收
支
說
に
於
て
は
、
均
衡
爲
替
褂
場
に

0

 

い
で
；の
自
明.の
®

義
.が
與
べ
ら
^

て
.ゐ
る
：に
過
ぎ
な
い©
で
あ
り
、
；何
等 

の
.理
論
的
解
決
も
與
：へ
ら
れ
て
は
房
な
い
.の
で
.あ
る
。
均
衡
成
立
め
.爲
の 

必
要
條
件
を
指
摘
す
る
事
は
必
耍
で
あ
る
事
は
言
ふ
迄
も
な
い
。
：
然
し

、
' 

必
要
條
怦
を
.悉
く
羅
列
す
る
事
だ
け
：で
ば
充
分
で
な
い
9

國
際
f

課
の 

指
摘
す
る
必
要
條
件
の
同
時
的
兩
立
性
に
對
す
石
現
實
性
は
、
現
實
の
國

.

, 

四

八

(

ニ
六
八〕

，

,際
經
濟
を
直
視
す
名
時
ゝ
翁
ど
存
し
な
V'(

と
'言
は
ね
ば
f

-f
e

い
。"
そ
.

.

.

.ぅ
で
あ
る
限
f

-;
:

國
際
牧
吏
說
そ■

れ
自
體
に
は
：.理
論
的
現
實
性
は
存
せ
：

.

ず
V 

.か
乂
：る
迤
論
を2

^
じ
て
は
規
實
の
统
明
が
不
可
能
で
あ
る
、
と
言 

は
ざ
る
支
得
な
い
。
：我
々
ぼ
均
衡
成
.立
の
爲
の
必
要
條
件
を
單
に
指
摘
す 

■る
^

で
散
ぐ
’
更
：

等
め
必
要
釋
の
相
茇
間
の
經
濟
的
關
聯
を
究
明 

:

せ
ね
ば
な』

な
い
。
.'
'
か

,\
%

理
論
的
觀
_

こ
そ
'、
爲
霜
場
の
均
衡
水
準 

そ
れ
自
體
の；

決
锘
理
諭
，

f

の
*

を
開
く
の
：で
あ
る
。

：'.>

'-
,

.

.:;
現
實
に
於
て
：、:.
-
-ヵ
产
セ
ル
0.
1

^
カ
平
價
說
は
殆
ど
放
棄.さ
れ
、
國

際
: 

收
支
說
が
支
配
的
に
承
認^.
れ
て
ゐ
名
:°
事
實
>
ヵ
：ジ
：セ
ル
の_
賈

カ

平
'

:

價
說
は
多
く
.の
：理
.
#§

缺
陷
女
有
し
て
唐
り
.;>
そ
の
現
實
的
妥
當
性
は
頰 

:
る
制
限
さ
.办
て
ゐ
る
：事
欣
言
淡
菟
も
な
如0
然
し
、
^
衡
爲
替
相
■場
め

決
，
. 

.
定
理
論
と
じ
尤
ヵ
ッ
セ
ー
ル
の
睛
貿
カ
平
價
說
の
理
論
的
立
場
は
決
し
て
金

' 

面
的
に
否
定
さ
れ
名_可
き
で
は
為
い
0
.'
.;'
む
し
ろ
、
今
後
に
於
け
る
均
衡
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,-
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::

#
相
場
理
論
め
展
禪
に
ど
つ
セ
抵
ク
ヵ̂
セ
ル
の
.
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カ
$

說
を
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延
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的
：に
'-
%

內
包
的
に
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4
>發
展
せ
し
為
.石
事
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必

耍

で

|>
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と
考
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る
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.
家
計
吏
.出
の
.項
目
分
類
は
、
個
々
の
生
活
主11
に
お
け
る
消
費
欲
望
の
； 

狀
態
を
あ
き
ら
か
；に
し
、
そ
の.
|股
的
游
態
に
ょb 

t國
民
大
衆
の
福
祉. 

-.
の
程
度
を
測
定
す
る
と
共.に
、
大
象
の
生
活
を
經
濟
的
忆
も
道
德
的
に
も 

ょ
り
望
ま
:1
.
い
-̂
容
に
ま
で
引
き
あ
げ
ょ
ぅ
^
す
る
意
圖
を
も
含
め
て
ハ 

'編
成
さ
れ
て
き
た
も
の.と
.：い
ぇ
る
。
從
つ
て
そ
れ
は
家
計
調
签
の
集
計
過 

程
に
お
け
る
重
要
な
技
術
的
手
續
き
の
び
と
づ
で
あ
る
の
.み
に
止
ま
ら
ず 

欲
菌
充
足
.̂
:更
に
は
國
民
福
祉
の.認
識
に
.對
ヤ
る
調
查
者
の
立
場
を'%
表 

示

す

る

も

，の

.と
し
て
V
充
分
の
法
目
が
拂
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。•'
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エ
ル
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ズ
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ン
ゲ
ル
は
そ
の.
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ル
ギ
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勞

働

者

家

族

の

生

活
 

費J
.

中

ぢ

お

い

，
て

.、
：
ニ

八

」

：

1

年

に

お

け

：
る
.ョ
：セ
フ
.、
ラ
ン
グ
0
次
の
ょ 

ぅ
な
言
葉
を
引
用
し
セ
い
る
。「

各
々
の
人
：は'炎
れ
で
も(

卿
ち
そ
の
：內 

'
.的

性

尙

ょ

^

、
/:
'
-
彼

の

人

間

本

性

か

ら

直

接

に

お

と
 

^

^
足
し
、
そ
れ
ら
灰
益
々
擴
張
す
る
と
共
に
彼
の
觅
に
高
尙
且
&

汎 

.
'な
欲
望
を
も
充
足
す
る
た
，：

8

必
要
な
宇
段
を
調
達
し
ぅ
る
こ
と'に

、
.
最

高
 

の
關
心
を
上
せ
る0
こ
0.
こ
と
が
|顧
の
住
民
に
可
能
で'あ

る

そ

の

.狀

態

.

こ

そ

が

國

民

厂

あ

：る

い

：
は

民

衆

の

福

耻

で

，
あ

り

、

じ

の

よ

ぅ

な

可

能

性

の

，
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家

計

現.间

に

ぉ.け
.る
_

久

财

の

意

蛛
：：
、

-.-
-

-
.

範
圍
が
あ
ら
ゆ
る
：佐
民
に
と.つ
て
，̂

さ
れ
れ
ば
さ
れ
る
ほ
ど
'
そ
れ
だ 

皆
こ
：の
福
祉
は
大̂
/く
な
る
の
で
あ
る.。J:

:

か
か
る
見
解
の
う
ち
に
は
、

J
國
民
.福
祉
を
搆
成
す
.'
？)
各

人

：
の
，
欲

‘望
に
、
，順
位
を
異
に
す
る
少
く
も
 

一0
 

類
'.の
も
の
め
.存
在
ず
る
.こ
と
が
暗
示
さ
れ
て
ト
る
。

：

エ.
ゾV

ル
に
よ
れ 

:
ば
、
こ
の
順
位
は「

上
©-
-
に
は
.肉
體
の
維
持
が
そ
の.充
足
に
依
存
1

る
と 

■
こ
ろ
の
欲
望
、.
.卽
ち
飮
食
物
、
：被
服
、
进
居
、
光
熱
、
&

衞
生
が
位
し 

て
い
る
。

第
二
線
に
は
精
挪
的
教
養
、
.靈
的f

濟
、
：法
的
保
護
及
び
公 

.
安
、
^-
害
豫
備
"'
你
蕾
及
び
娛
樂
が
續
く
。

J
,
,

か
く
て
そ
こ
か
ら
は
當
然 

'-「

人
間
の
福
祉
の
程
度
は
、
肉
體
の
維
持
に
.必
要
な
支
出
部
分
が
、
殘
餘 

の
生
活
欲
-^
を
充
足
す
る
た
め
に
當
て
ら
れ
る
交
出
部
分
に
對
し
て
占
め 

る
と
こ
ろ
の
割
合
に
よ
つ
ズ.表
ー
不
さ
れ
る

』

'

い
う
、
い
わ
ゆ
る
工
ン
ゲ 

ル
法
則
の
伏
線
が
導
き
诎
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

.

1
<

五
ー
ー
ー
年
ブ
リ
ユ
ッ
セ 

:
ル
に
開
か
れ
た
第
：ー
、囘
國
際
絲
計
會
議
に
'お
い
.て
も
、
こ
れ
に
類
似
し
た 

，'見
解
に
從
つ
て
、#

#

-^
階
^

の
家
計
に
お
，い
て
究
明
さ
れ
る
べ
き
支
出 

を
ヽ
1̂
瞪
的
或
び
物
質
的
部
門
め
支
出
、
宗
教
的

*

•道

德

'的

及

び

知

的

部
 

V

門
の
支
出
、
並
ぴ
に
奢
侈
ま
た
は
，不
用
意
の
.結

果

と
.1
.
て
の
支
出
>
に
分 

'
類
し
て
い
る
。
：
..
-
.
/:■
:

,

:

.

.

:■■
:
-
:
:

'

,
パ
し
か
し
こ
：の.よ
う
な
.生
活
欲
望
の
順
位
に
：關
す
る

1

種
の
價
値
判
斷 

，
は

、

そ

れ

が

規

實

の

.家
計
支
出
の
分
類
に
適
用
さ
れ
る
た
め
に
は
、
そ
の 

各
#
:

目
.に
属
す
る
支
出
の
對
象
と
な
る
諸
商
品
の
も
つ
物
質
的
な
諸

®

^
 

に
よ
つ
：て'
r

M
に
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體
的
に
定
義
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ら
れ
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な
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方
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あ
ろ
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ユ
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ャ
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結
果
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れ
た
デ
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ク
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、-;
:
4 七
、
'職
業
關
傲 S. 

0
.
.
'

::
..
.:

:

.

i
 X

ゲ
：ル
め
分
類:\
-
:
:或

び

：
そ.の
ラ
.ィ
>
的
綜
括
柢
、
そ
の
後
項
目
の
順 

:

位
、
內
容
等
に
多
少
の
異
動
を
見
先
が
ら
も
、
：略
々
今
.日

ま

で

繼

眾

-

れ 

:

て
い
る
。
異
動
の
逢
要
な
も
の
と
し.て
は
、.先

ず

收

人

支

出

に

わ

た

.
つ
て 

實
收
吏
と
そ
れ
以
外.の
^

のAJ.

が
大
别
さ
れ
た
こ
之
、■被
服
、
住
居
、
光 

.

熱
.の
順
位
が
逆
に
な
夕
た
：こ
と.、

雜

費

.を

文

化

費

及

び

社

會

生

活

費

に

區
 

.
分
し
、■且
つ
.そ
.の
內
で
交
通
通
信
、
煙
草
等
.の
項
目
の
獨
立
し
た
こ
と
等 

.

が
知
げ
ら
れ
ょ
ぅ
。
こt

は
そ
.の
.後
の
欲
望
及
び
消
費
者
需
要
に
關
す 

/■
る
^

せ
の
進
展
に
ょ
る̂

の
で
は
あ
?)
が
、
こ
0

ょ
-'
5

な
進
展
が
主
と
し. 

V

消
費
財
の
價
1

成
、
殊
に
#

々
，：の
財
に
對
す
る
需
要
の
部
分
彈
力
性 

に
：

0

い

て

の

：知

識

に

：甚

礎

を

本

く

結

果

と

.し
て
、
家
計
項
目
の
分
類
を
次 

■
.

.第
に
そ9

.

支
出
.の
對
象
と
な
る
商
品
自
身
の
も
つ"性
|
に
依
存
さ
せ
る
傾 

',
向
を
助
長
1

た

：
こ

と

：
は

'
.
:否

定
.で
き
な
い
。

勿
論
個
^

の
商
品
需
要
に
し 

て
も
、
要
す
る
に
當
該
商
品
に
對
す
る
主
體
の
選
擇
態
度
に
ょ
つ
て
決
定 

さ
.れ
る
こ
と
は
何
入
も
認.め
る
：と

こ
-.
6

で
あ
る
'に
せ
ょ
、
そ
の
需
要
函
數 

-

が
务
商
品
ご
と.に
個
別
的
に
考
察
さ
れ
る
な
ら
ば
、：へ
そ
の
各
々
の
特
性
は 

結
局
當
該
商
品
の
側
に
固
有
の
物
質
的
屬
性
に
よ
っ
て
類
推
さ
れ
る
外
は

な
く
な
る
で
-&
ろ
.ぅ
。
：.こ
れ
は
實
際
，
.に
調
靈
を
實
施
す
る
に
當
つ
て
.各
項 

:

目
の
真
體
的
な£
容
を
詳
細
に
規
定
し
、
更
忆
そ
れ
を
素
材
.汰
し
て
繼
續
，
 

、
的
な
消
費
者
價
格
指
數
名
算
出̂
よ
ぅ
と
す
る
場
ム
へ
、
あ
る
程
度
の
妥
協
': 

:
.は
も
は
や
此
む
を
え
な
：い
も
の
：ど
.な
る
の
で
あ
る0 

: 

(

'
.

:

• 

パ
t

指
數
測
^

!
に：
おける；函
數
數
論
の
發
達
は
、こ：の

, 

點
に
關
ず
る
市
場
理
論
の
侧
か
ぼ
办
ー
_步
接
近
で
あ
つ
た
ど
と
城
疑
い
な 

い

。
間

題

は

そ

の

蕋

礎

祀

お

が

れ

た

需

要

商

數

.^
眞

に

生

活

主

體

の

綜
 

:

合
的
な
選
擇
態
度
へ.の
配
慮
の
上
に
姐
み
た
て
ら
れ
た
も
の
：で
あ
る
が
否 

.へ
か
に
尨
る
？
し
か.̂
C

の
場
合
の
：綜
合
的
な
選
擇
理
論
は
、
も
は
や
初
期
，
 

の
：
家

訏

調

蜜

に

觅

ら

れ

る

'

ぅ
な
國
民
福
耻
の
倫
理
的̂

^
や
、
生
活
指. 

導
の
«

瞭

判

斷

を

基

礎

と

し

：
た

.も

の.で

あ

：
つ

七

ば

な

ら

.な
，
い'.
0

か
く
て
、 

國
民
大
衆
の
生
活
態
度
が
い
か
：に
し
て
線
合
的
に
決
定

4

れ
る
か
を
科
學 

的
に
究
明
す
る
こ
と
な
ぐ
し1:
は
、
完
全
な
支
出
項
目
分
類
を
獾
成
す
る 

と
：と

は

番

能

と
f

の
.で
あ
る
マ
ン
-

.
■:
.

:

:

.

•

, 

V

:

"

.:

:

旣
に
エ
シ
ゲ
ル
の
場
含
に
お

i

て

も

、
：
欲

望

吖

生

麗

な

も

の

と

.
精

神 

的
な
も
の
と
：の
區
别

k

對
し
て
、
奢
侈
と
い
：ぅ
概
念
は
所
得
に
對
■す
る
兩 

.
者
め
«£
常
比
荦
か
ら
のm

で
あ
る
と
t

て
別
値
に
掘
锘
さ
れ
 
<
い
だ
。

: 

わ
.れ
あ
.れ
.の

生

澈

謹

論

杧

：
ょ
：
れ

ば

.

、
：：

生

活

は

_

耐

久

財

め

循

環

に

ょ

る
 

勞
働
カ
の
铒
生
產
と
、̂
の
循
環
を
可
能
な
务;:
L-
:
め
る
耐
久
財
め
傅
承
讷 

■■
'
;粋
組
&

ょ
る
世
代
育
廣
の
位
儒
と
か
ら
構
成
さ
れ
る
:-
°

そ
:1
>
て
贺
に
後
：

.

著
は
”

家
庭
生
诏
の
外
に
：社
會
諸
制
度
>
諸
施
殼
と
し
て
共
同
的
に
存
在 

す
る
も
の
.の
.利

用

と

相

ま

ウ

_七

始

め

ズ

，
...'.そ

の

.，
機

能

を̂
分

に
_
.發

梅
%
_
.

■ 

'
家

訝

頊

目.ド

お.げ

：
る

酎

：久

财

：，
の

寒

味

.

:
: 

■

へ

る
。
：
か
く
て
家
計
支
出
は
そ
の
生
活
的
機
熊
に
從
つ
て
、
肉
體
の
生
理
啲 

::

な
循
環
を
維
持
す
る
た
め
の
費
用
、
.そ
め
循
環
を
家
庭
內
に
お
け̂1

定 

1
の
ー
生
敌
醫
办
^
に
持
續
す
る
办
^
必
^

諸
設
備
を
蓄
積
す
ベ
き
費 

用
.ク
及
ぴ
そ
れ
ら
の
遍
程
に
お
ぃ
て
敗
會
的
諸
制
度
、
諸
施
設
を
利
用
す 

，
る
た
め
の
費
用
に
三
太
别
ず
る
こ
と
が
で
.き
よ
ぅ
。
丧
來
の
飲
食
物
費
は 

■ 

'
第V

部
門
の
.典
型
で
.：あ
?)
户
光
熱
、
住
居
及
び
被
服
費
ば.

i

應
第
.ニ
部
門
'
' 

.に
_

'1
.な
於
ら
も
.—*
-部
佌
の
兩
者
と
の
中
間
に.位
ず
る
も
：の
と
考
え
ら
れ.

:

る
？
！1

に̂
七
て
雜
費
め
太
部
分
は
第1ー1部
門
に
所
屬
す
る
が
、
ノ
そ
の
最 

.:も
典
型
と
な
る
も.の
：が
租
税
公
課
で^-
る
こ
と
ぼ
勿
論
、で
あ
ろ
ぅ
。
ま
た 

こ
れ
ら
三
部
門
が
何
等
が
の
意
味
で
必
需
品
、
：奢
侈
品
の
序
列
を
意
味
す
，
 

.
る
も
办
で
な
い
こ
と
も
當
然
でs>
'
?>
::

。
：
む

し

ろ

各

部

門

谷

々

に

支

出

の

緊
 

急
的
な
も
の
か
ら
任
意
性
の
高
い
も
の
ま
で
の.

順
位
.が
あ
る
と

.

奪
え
る
ベ
、

•き
.で
V
例
え
ば
飲
食
物
に
お
け
る
：主
食
と
嗜
好
品
、
.住
居
に
お
け
.る
家
賃 

家il

費
と
家
具
什
器
費4:

雜
費
に
お
け
る
秕
碑
と
敦
養
娛
樂
費
等
が
想
起 

.:
さ
れ
て
^
い

,°
' .

'

■

.

:.
.■- 

i 
一

.
"
.

:

:こ
’の
.よ
3;
^

家
計
項
0

の
分
類
を
生
活
構
造
に
關
係
附
け
て
規
定
す
る 

掛
果
ば
、
在
來
專
ら
分
析
の
對
象
ど
さ
れ
た
飮
炱
物
費
の
重
要
性
を
、
か

' 

か
る
循
環
過
樺
钇
家
族0
傳
統
的
纪
慣
朁
に
從
つ

V

持
續
す
る
耐
久
財
購 

:

:
入
及
び
維
持
費
に
移
行
さ
：せ
る
と
同
時
に
、
：更
に
こ
.の
上
ぅ
な
慣
習
的
態 

.度
を
於
き
ぐ
粋
附
阶
て.い
る
：社
會
攸
画
度
及
び
こ
れ
に
對
す
る
各
世
帶 

:
負
か
態
度
漫
灰
才
費
用
部
分
を
、
.判
然
と
相
分
離
し
て.考
察
さ
.せ
•る
に
至 

'

，.る
。
.'
殊
に
最
後
.の
も
の
汰
七
人
々
の
家
庭
生
活
が
社
會
A
能
動
的
に
接
觸

五一:
C11'

七
：

10.
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V

3:F
1

1

..#
雜

誌

豫
©

十

班

卷
,;
;
7
^

^
る

馨

^

€
て

-:
>
:
*の
：
受

動

的

な

接

觸

面

^
し
；ズ
勿
職
場
生
活̂

密
接
.:,
' 

に
關
聯
さ
せ
つ
つ
分
析
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
>
わ 

:

棟

霞

渚m
p
:

の
窮
極
の
構
成
過
程
に
ま
で
到
達
オ
る
だ♦

r
:'
v
'
>
%
れ

ゎ
'.v 

.れ
は
光
げ
第U.0:

耐
久
財
！|們
に
ぉ
げ
洛
家
計
玄
出̂
分

析

隹

番

す
^:
'
:
: 

、
必

要

が

も

ゐ
^
■;
0
»縞
ば

生

活

露

論
.の
^
展
開
と
:1
.
,て
.。
，.こ
ー

の

怖

久

財

.

.
： 

支
出
め
：̂

^
、「

生
活
主
體
の
應
度
構
成
め
躍.と
關
聯
洛
货
っ
づ$

--
0 

扱
ぅ
も
の
で
あ
.る
。

.

、
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課
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g
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r
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E
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と
‘の
仕
极
费
中
に
は
家
具
仆
器
、
疲
れ
及
び
そ
れ
ら
の
保
險
が
合 

,
ま
れ
る
。
な
お
ル
、
，ブ
レ
ィ
の
行
つ
た
分
類
を
參
考
ま
で
に
次
に 

:揭
げ
る
。
 

.
•

•

1

、
飲
食
物
の
だ
め
の
支
出
 

■

ニ
、
住
极
、
家
财
、
燃
料
、
燈
火
の
た
め
の
支
出 

.三
、
被
服
の
た
め0
友
出 

■

.
阻
、、
逍
德
的
欲
望
、
体
養
、
保
煺
衞
业
の
た
め
の
支
出 

al
*
\w

業
.

a
：

的
V
借

命
->
.租
稱
及
び
公
課
、
保
險
ガ
だ
め
の
支
出 

• 

^
^
4
0
. 

 ̂

9

—

_

:

へ
S

6.)
：

例
ぇ
ば
協
調f

「

#

給
生
满
者
職
エ
生
钟
調
畓
報
街
1-
-
:
大

疋

、
.

:

.:
'一：：

西
^
、
.及
び
戰
前
の
農
林
省.

F

農
學
經
濟
調
逾
報
街

」

に
お
.け

-

.
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一
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.

'

:
>分

類

法

。
，
ま

た

：
槨

原

，
平

八

氏

灣

.

「

勞

務

者

議

迚

沽
1(

昭 

六
华
、.參
照
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:

' 
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：
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,

.

:
• :

&

食
®

礙
支
出.
割
合
が
、
；
所
得
办
增
大
と
共
に
遞
季
る
-
事
實
は
\ 

い
わ
ゆ
る
エ.V

ヶ
ル
の
法
則
と
し
：て
有
在
で
.
あ
そ
が
、̂

の_

更

に

明

瞭- 

.

な
の
は
光
熱
費
で
あ.っ

て
,:
'>

所
得
の
增
滅
歧
か̂

^
ら
ず
そ
：.の
爱
出
額
は 

ほ
と
ん
ど
1.
定
で
あ
る0
そ
し
て
等
し
く
耐
久
財
と
.
い
わ
_れ
る
も
の
の
ぅ 

..ち
：巧
も
、.住
居
費
昧
い
：ず
札
か.と
い
ぇ
ば
.こ
楚

の

項

茚

ど
4
辕
の
傾
向 

'
が

画

さ

れ
\
被
服
費
は
逆
に
所
得
の
增
大
以
上
の
，率
，で

支

出

さ

れ

る

點

：

.

は
文
化
社
會
費
に
近
い
と.と
：が
指
摘
さ
れ
て
い
る.
0ァ
レ
：ろ
及
ぴ
ボ.ゥ

レ

.

:

ぐ
が
支
出
擴
張
方
程
式
の
#
數
項
に
上
っ
て
谷
支
出
項
目
.の

緊

急

度

を

決

. 

走
し
た
場
合̂:
%'
，
被
服
費̂

^
費
之
共
に
緊
急
度
負
値
の
f

も

っ

て

：

フ
奢
侈
的
：で
：あ
り
：

>
芷
値
％
艰
る
飮
食
物
、
佳

の

：諸
費
は
ょ
り
必
需 

的
な
も
の
と
判
定

さ
.；

S

T

P

U
'

が
し
、i
.し
'わ
れ
わ
れ
が
先
に
述
べ
た
家 

:計
項
目
：の3
大
分
類
、
郎
ち
非
耐
久
財
、
耐
久
財
及
び
施
設
利
用
の
蕺
準 

:

に
立
脚
す
る
な
ち
ば>被
服
費
は
む
し
ろ
故
食
_

等

の

非

耐

久

财

に

近

1 

<,
Y
推

！*

ば
典
迺
的
な
耐
久
財
で
あ
る
と
我
に
次
第
に
施
設
利
用
乃
至

■ 

'資
產
化
す
る
傾
向
を
も
つ
も
の
と
解
す
る

.こ
と
が
で
き
る。
,'
'

'

.
■

V
:耐
久
財
と
は
、
非
耐
久
財
の
循
嶺
を
家
庭
內
に
ぉ
け
る
ー
；宠
の
生
活
習 

慣
の
.下
，
に

持

續

す

る

た

：
め

必

要

.な
：諸
設
備
で
あ
る
ど
す
る
な
ら
ば
、
.住

居

, 

.

は
.

「

い
え」

—

家ii-
以

證
に
素
直
に
表
明
さ
れ
る
ご
と
く
、
生

活

習'

慣
陣
承
の
物
質
的
寒
幹
で
あ
る
と
い
ぅ
こ
と
が
で
き
よ
ぅ
？
資
本
主
義
社 

.#■

.に
お
'け
る
階
級
，分
化
の
進
行
と
共
に
こ
の

「

家
^」

げ

タ
- ^
者

の

手

中
 

集
積
さ
れ
て
資
本
に
胸
化
し
、
：多
數
の
無
產
者
は
住
居
に
お
い
て
す
ら 

も
自
已
の
所
有
を
保
特
し
え
ず
に
む
し
ろ
社
會
的
施
設
と
し
て
の
借
家
を

. 

利
用
，し
'、/
同
時
：&

-

^
よ
ぅ
な
借
家
が
資
本
主
_
的
企
業
の
對
象
と
さ
れ 

て
市
場
に
統I:

的
な
家
賃
價
格
を
形
成
す'る
0

か
ぐ
て
家
庭
內
に
お
け
る. 

耐
久
脉
の
主
要
な
傳
眾
象
が
消
滅
す
る'と
共
に
、
家
族
制
度
的
な
生
活

. 

..態
度
も
ま
た
崩
壊
の
淦
を-¥
•
.
.め
.̂
'
れ
る
こ
と
と
な
ろ〜

。
勿
論
借
家
が.

. 

殷
化
し
、
佳
居
費
が
施
設
利
用
費
化
し
た
段
階
に
お
い
て
.、
.な
.お
比
較
的
へ 

高
所
得
階
級
に
自
宅
を
所
有
す
る
も
の
-Q
あ
？)
-
こ

と

は

當

然

で

あ

り

ハ

こ
 

.の

場

合

の

「

家

屋

は

一

種

の

資

產

的

姓

格

を

も

：
つ

こ

と

と

な

る

.°

.
.*
れ

は

家
 

屋
が
耐
久
財
^-
-
で
も
最
も
耐
用
度
の
高
い
も0
で
あ
る
こ
と
を.理
电
と
す. 

る
の
セ
は
な
く
し
て
、
二
般
に
資
本
財
と
し
て
投
資
の
隱
と
さ
れ
ッ
且
ぐ 

つ
職1

'的
な
利
潤
あ
を
期
待
さ
私
ぅ
る
も
め
を
>

敢

え

て

自

已

の

.
手

中

に

ン 

確

保

し

よ

ラ

と

す

る

匕

と

へ

に

よ

る

と

解

^

へ

き

で

あ

ろ

ぅ

ゃ

雄

つ

て

家

族
 

时

肜

活

が

侬

然

)

と
1>
て
裉
强
ぐ
殘
存
し
、.借
家
經
營
4.
極
め
1:
小
規
模
且
:'
.
'

:

つ
非
市
場
的
な
方
法
に
よ
：つ.て
.運
營
さ
■れ
る
.と
共
に
、
.借
家
階
級
以
■下
の
'
, 

低
所
得
者
に
逆
に
假
小
屋
的
持
家
，の
增
加
す
る
：よ
i
な
わ
■が
國
$
現
狀
に 

:

お)

い
て
は
、
住
M

it
嘆

だ「

股
納
に
.ば
耐
久
財
本
來
£0
:段
階
に
止
づ
て 

い
る
も
め
.と
い
れ
な
け
.れ
ば
：な
.る
.驚
い
。

一'
が
づ
'て
：西
山
卯
1
1民
ゆ
往
侰
費
ば
關
す
る
名
ま
ざ
ま
の
統
計
的
法
則
を
べ 

.批
判
し
、.
.單
な
る
乎
均
的
比
率
ぬ
震
な
儍
化.の
逍
求
に
よ
ラ
セ
、
そ
れ

家
；̂
顼
H
に
お
け
る
耐
久
财
の
窓
味

か
ら
何
等
か
の
習
俗
的
傾
向
乃
至
は
法
則
性
を
^

得
し
上
う
と
す
る
企
藺 

.に

..は
限
界
の
存
す
る

C.

と
を
指
摘
さ
れ
た0'「

.た
と
い
あ
含
ら
か
に
あ
る 

.

.傾
向
が
歸
納
さ
れ.た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
そ
の
根
據
と
な
つ

.て
い
る)

定 

の
社
會
層
：の
'
お
か
れ
て
い
る
歷
史
的
段
階
を
制
約
す
る
藷
條
件
の
結
架
と 

し
て
現
れ
る
も
の..で
、.こ
れ
.を
捨
象
'1
>
て
唯
そ
の•比
率
關
係
の
み
.を
論
じ 

る
こ
と
は
無
意
味
で
ば
令

」

..
:
.こ
-こ
に
.い

わ

ゆ

る

住

居

費

法
則

と

し

で 

は
，
住
居
費
が
所
得
の
敗
加
と
共
に
遞
壻
す
る
と

^
う
ロ
.
ッ
シ
ヤ
ー
の
見 

解

、
.所
得
に
.か
か
わ
ら
ず
：

1

定
比
率
を
保
つ
と
す
る
：

H

シ
ゲ
ル
の
結
果、• 

か

び

：：

「

賢
^
で
.あ
れ
ば
あ
る
ぼ
じ
所
得
と
'の
關
係
に
お
い
て
家
賃
^
支
出 

.
せ
れ
ぱ
な
ら
ぬ
金
額
は
大
.と
仏
が」

ン
と
い
う
シ.ュ

ヮ

ー

ベ?'
王

張

等

で

あ 

.
石
が
、.問
題
は
國
民.の
大
多
數.の
：所
屬
す
る
所
得
階
級
：が

“
か
な
る
居
住_ 

狀
態
.に
あ
り
、.い
が
.な
る
屈
居
費.交
出
に
惱
.ま
さ
れ
て
い
る
か
を
確
定
す 

,
る
こ
ど
で
あ0
て
：、
そ
れ
以
上
の
所
得
部
分
に
見
ら
れ
る
尙
等
か
の

1

 

■性
の
ど
と
き
は
 

'
1
-
單

に

あ

る

囊

の

傾

向

に

對
.す

る
”興
味
：；，
の

躍

に
 

す
ぎ
ぬi

ぜ

あ

ろ

うP
:唯
こ
'の
：ょ.ル

备

則

胜

の

背

後

に

ル

そ

む

も

の

.と 

し
で
、.：；

「

住
居
費
茭
出
が
居
住
者
の
自
由
な
る
嗜
好
：で
，は
な
く
し
で
市
場 

.
-に
現
實
に
い
が
な
る
住
宅
が
供
給
さ
れ
で
い
る
が
に
ょ
夕
て
強
れ
影
響
を 

i 

tけ
で
い
.る
1-
:
^
^
を
讀
み
上
る
：

V
Vと
は
極
め
て
重̂
で
あ
る
。
卽
ち
：シ 

土',
-
;
.
,
ヮ
:|
べ
的
傾
向
は
、
家
賃
が
所
得
の
高
低
に
か
が
わ
ら
ず
略
々
一
定
し 

て
'い
i

在
的
供
鬼
難
：、
'卽佐窀
不足

K:
よ
る
家
賃
騰
貴
ば
起
つ
. 

V

い
な
砍
が
所
得
增
加
と
共

k

居
住
の
改
善
を
行
う
ベ
.き
適
當
な
家
屋
を

」

. 

ヶ
覓
出
し
が
た
い
狀
態
に
.お
.い
で
：表

面

化

す

兔

ぎ
.れ

に

赞
.て
'い
わ
ゆ
る

五

三

2

七
三〕
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'

U

1學
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雜
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賴
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五
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へ
錶

 

:

•

:

-、
4
mゲ

游

的

傾

向

；
は

vl:

般
に
住
弟
の
：多
樣
俗
を
意
味
す
る
が
、
殊
に
低
所
：
'

、

得
*
に
お
い
て
汰
粗
惡
為1

^
狀
腹
と
.そ
0
わ

ず

象

差

等^'
對

す

各

累

へ 

:

進
的
な
負
鐵
の,

と
1\
ぅ
^

^
化
1>
.た
住
宅
難
を
意
味
す
る
場
合
が
多

/
, 

,
Mぐ
、
.
一
.定
の
：限#
所
得
を
超
えy

&
め
で
眞
に
實
質
的
な
居
住
內
容
の
一
改
广
： 

:

.

.

善
を
意
味.す
'̂
も
'の
と
解
さ
れ
る

P.

あ
.ろ
ぅ
.
9 

•
か
く
b，
て
と
れ
ら
を
あ
る 

:

程
度
成
餍
的.

_
定
^-
る

と 

>

」

ろ
匕
\
.バ
ゥ
ァ
'
Iの
' い
'わ
ゆ
る
.「

住

宅
に 

對
す
を
支
出
：の
割
合
は
>
も

る
.
.
1
定
の
所
得
階
級
ま
で
ぼ
滅
少
ず
る
が

'
'
.
: 

'

そ
の
後
は
現
狀
を
維
持
す
る
か
隶
た
：攸
增
加

^

^

:傾
同

、
寅

に

ば

(

ム 

•

:̂
ゲ
0'
-1
家
族
以
.宠
出
於
1
1
0〇
>

ル
ク
：拟
上
に
至
つ
て
\
始
め
て
家
換.

-:

が
裕
^

!

れ̂
ば
知
る
ほ
ど
總
支
出
と.の
、關
係
に
お
い
て
家
賃
の
割
合
は
ノ 

':
小
が
あ
る」

■As:
が
首
肯
さ
れ
％

ュ
換
言
す
れ
ば
：、
住
居
費
は
前
跃
代
的

' ' 

' :

な
生
活
關
係
•%
あ
る
い
ば
極
度
の.低
所
得
1

に
あ
'つ
て

ば

.
'
應

所

得

と

._
 

-
¥.
行
關
係
に
あ
る
が
：、.や
が
.て
近
代
的
な
借
家
經
濟&
成
立
、
あ

る

い

ば.'

^

そ
の
利
用
が
何
等
か
の
意
味.で
可
能
な
所
得
水
準
に
あ
つ
：て
ほ1
ば
ら
く
ン 

,'そ
の
高
低
に
,
か
：わ
ら
ぬ
家
賃
額
が
支
拂
わ
れ
、
更
に#
得
が
向
士
.す
る
. 

.に
至
.つV

資

產

、

あ

る

い

.；
^

^

の

他

ぎ

異

質

的

な

支

出

自

的

を

も

含

め

た

.'
/ 

金
額
に
ょ
る
增
加
が
見
込
ま
れ
な
げ
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
の
：で
あ
る
。
勿 

論
こ
：の
表
現
は
事
勝
が
過
度
に
擒
式
化
し
た
も
の
':で
あ
.る
：が
、
，
わ
れ
わ
れ：
.
’

.

の
間
掘
が®

ら
第
1

及
ぴ
第
ユ
0

水

準

に

釭

り

、

更

^

こ

れ 

動
濺
に
お
け
る
康
歷
規
鐵
の
影
響
の
不
に
考
察
ず
る

■
ど

と
^.
.
に

あ

る

こ
と 

.

.

.

_を
了
解
ざ
せ
る
に
は
充
分
で
ぁ
ろ
5'
-

0

'

-

'

.

;

:

:
 

- 

-

住
居
が
次
第
に
社
會
固
定
費
化
す
る
の
に
對
し
て
S
被
服
は
む
し
ろ
：#

. 

五

因

(

ニ
七
四〕

：

•

耐
久
財
化
す
る
傾
向
を
も
つ
。
被̂
は
ホ
双
⑩
行
や̂

入
的
罾
^

に
お
笮 

さ
れ
る
極
め¥

不

安

定

な

も
’っ
匕
同
時
.

、
他
方
に
は
家
具
什
器 

な.
み
に
耐
久
的
に
使
用
さ
れ
る
侧
面
も
あ
り
>

所
得
の
低
下
と
共
に
後
者*.

の
面
が
顯
著
ど

：

な
る
。.、
換
言
す
れ
ば
住
居
が
家
庭
生
活
の
た
：め
に
必
要
な 

.
耐
久
財
で
あ
る
：の
^

猶
し
て
、
；
被

服

は

職

業

的

な
—|
-
作
業
衣
»4
-
と
し
て
傳 

承
§,
れ
る
耐
久
財
な
办
で
あ
り
ヽ
：他
方
に

文

化

的

な

.

「

交

際

^

」

と

し

て 

は
個
人
的
且.つ
非
耐
久
的
な
性
格
が
强
い
わ
け
な
，の
で
あ
る
。
勿
論
そ
の
ぃ

_ 

:
:交
際
が
ま̂

家
族
關
係
の̂
'ち
.に
と
じ
.こ
め
ら
.れ
て
.い
?>
;

養

に

あ

つ

て
 

は〈

交
際
服
%.
棍
當
長
期
間
家
族
に
共
通
の
利
用
態
度
を
如
つ

.て
と
り
.极 

わ
れ
る>J

と
と
な
ろ
ぅ0
:か
く
て
、
も
し
被
服
が
■住
居
な
み
の
耐
久
財
で 

，
あ
り
.、
；.あ
る
い
版
そ
れ
が
作
業
衣
以
上
に
：出
る
こ
と
が
で
き
ぬ
.程
度
の
文 

水
準
に
あ
る
家
庭
經
濟
そ
分
析
す
る
な
ら
ば
、
被

服

費

は

住

居

費

と

同

、
 

ハ
樣
、
所
得
增
大'と
共
に
，比
率
遞
減
す
る
こ
と

.に
な
る
。
逆
に
：こ
れ
が
遞
驗 

す
る
だ
ら
ば
、'旣
：に
交
際
服
：と
し
.て
個
人
的
な
非
耐
久
財
の
水
準
ヒ
ま
セ 

©J
達
し
づ
.つ
あ
る
證
據
で
あ
り

〈

在
來
の
家
計
調
査
に
お
い
て
被
服
費
が 

:

住
居
費
以
上
：に
ぞ
以
法
則
性
を
把
握
じ
が
だ
か
づ

.た
の
は
、
こ
れ
ら
の
.兩 

傾
商
の
さ
本
ざ
ま
办
程
度
に
混
在
し
あ
ぅ
結
果
と
し
て
理
解
さ
れ
る
の
セ 

は
あ
る
：ま
い
か̂

>

.一：
般
に
猶
服
費
の
支
出
雙
ロ
は
所

-#
に
：か.か
れ
ら
ず
一.

.定
，
あ
る
い
は
所
得
：と
共
に
：遞
增
す
る
と
い
わ
れ
る

.
が
、
寅

に一.

定

の

哏
' 

;

辟
所
得
ま'で
ば
遞
減
す
る.
が
以
後
同
一.
割

合

乃

至

ぞ

の

增

⑽を
；見
る
と 

.
例
、
；鐵

に•  
tm :
の.
微
界
所
で
：
は

#
屬等どの

^
i

^

fc
-
^ '
i.

て
：遞

滅

の

：主
張
於
立
て
：ら
れ
て
い
る

.が
、.ご
れ
ら
も
摸
式
納
に
は
.
.

:

比

率
3

乃
'̂
遞

減

を

耐

久

財

水

哭

；
更
.に
ぞ
れ
が
非
请
久
財
化
す
る
と

' 

共
に
^

^
遞
增
し
た
後
、
..貯
霧
そ
の
他
の
資
產
增
と
見
合
っ
て
再
び
遞
滅 

す
る
も
の
と
し
て
整
理
さ
れ
る
で
あ
み
ぅ
。
：

.こ
办
場
合
に%
わ

れ

わ

れ

の.

ば

第
.ー
ゝ
及
び
第
ニ$
71
<
-準
.に
あ
り
ハ
こ
と
に
雨
者
：の
轉
化
が
-多
分
に 

,,2!

發
的
な
選
擇'の
變
更
に
依
存
す
る
戰
で
は
、
繼
續
的
な
家
計
調
避
に
お 

VV
て
：こ
の
轸
行’點
を
測
宠
す
弋
こ
と
に
ょ
‘り
ー
種
の
限
界
生
活
費
を
篇
诎 

,
す
る
こ
と
-4
乱

能

で

あ

る-0
'
.勿
論
そ
こ
に
_

世
帶
主
^
け
の
作
業
衣
兼
交 

.

際
服
が
、
家
族
の^■
•
久
的
被
服
と
毁
立
す
る
と
い
：ぅ
よ
を
な
中
間
滯
も
相

•

當
續
く
わ
け
で
;"'
こ
れ
は
加H

、

洗
濯
事
が
家
族
勞
働
に
依
存
す
る
か
否 

.

か

に

ょ

っ

て

も

變

化

し

ぅ

る

0

更
に
戰
後
の
イ

シ

.！

>

レ)

シ.
m
x

等
に
お 

け
る
急
激
^
實
質
所
得
低
下
の
過
程
で
被
服
が
：い
わ
ゆ
名
筍
財
源
と
：し
て
：

一
賣
り
；に
出
さ
れ
る
の
it
V
非
鼪
久
的
资
際
服
が
耐
久
財
に
轉
化
し
.た
結
果 

.で
あ
る
と
も
い'え
な
.
.
V こ
と
.は
あ
る
'
.
^
,
:\
,
.
;
.
' 

'
 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
非
衝
久
財
と
し
て
の
飲
食
物
が
生

-̂
し
て
住
居
費
中
の
家
具
+什
器
と
結 

入
口
す
る
こ
と
にょ
つ
て
自
a
の

循

塌

を

實

現

す:^
の
に
對
じ
：.て
、
被
服
が 

そ
の
非
耐
久
氷
準
に.お
い
て
結
合
す
る
も
の
：

.は
1£
に
社
會
的
施
設
利
，用
費 

.

と
し
て
の
交
際
娛
樂
，で
あ
る
こ
と
は

&
目
.に
値
す
る-0
そ
の
他
の
保
健
衞'
 

生
、
交
通
通
信
ハ
敎
育
等
の
諸
施
設
利
用
費
は
略
み
住
居
ゝ
家
具
什
器
の 

■•
,
‘
諸
費
と
代
替1
係
'に
あ
る
ほ
；か

〔
.
1

部
職
場
に
關
ず
る
補
助
的
支
出
の
性 

:

格
を
も
擔
ぅ
場
合
が
於
^

.
ま
た
蘇
に
保
健
衞
生
等
の
諸
費
中
に
は
、
.や 

.

が
て
被
服
費
ね
似
た
經
過
を
た
：ど

.

.っ
て
非
耐
久
財
化
.す

べ

き

も

の

も

あ 

り
、
交
11
,通
信
費
等
は.ぃ
ず
れ
他
め
あ
ら̂,
る
施
設
^
用
部
分
に
分
解
さ

..パ

.

:

-

家
許
頌
！！1'̂
ぉ
け
へ
る
耐
久
財
の
窟
味
ン
.

.

'
 

• 

' ■•
.
.
_
れ
る
.べ
.き
ネ
の
か
も
し
れ
な.い
'°
光
熱
費
は1
部
住
居
費
に
吸
收
さ
れ
た 

.:

殘
餘
は
飲
食
物«
と
被
服
費
の
中.間
に
位
す
る
非.耐
久
財
支
.街
と
し
て
扱 

.'
:
.
,わ
れ
る
：べ.，き
.で
|>
-
.ろ
ぅ
で
，い
ず
れ
に
せ
ょ
、
住
居
費
の
.施
設
禾
拜
嘴
化
と 

被
服
賢
の
非
耐
久
敗
玄
出
化
と
味
、

.生
活
の
物
質
的
循
瑗'と
そ
.の
施
設
的.
. 

枠
組
と
の
間
に
緊
急
度
の
順
位
を
異
に
す
る

'一
定
の
對
應■系
列
の
存
在
す. 

る
こ
，と
を
次
第
に
明
瞭
な
ら
し
め
る
。
例
え
ば
非
耐
久
財
に
释
け
る
主
ぃ 

' 

:食

、
嗜
好
品
、
先
熱
、
.被
服
、
身
裝
品
、
等
、の
系
列
に
對
す
る

'si
久

財=

一'

施
設
利
用
に
お
け
る
住
居
、
家
具
什
器
、
ベ
保
健
敎
養
交
通
諸
施
設

.、
交
際
*.

.

.娛
槳
の
諸
施
設
ヽ
等
の
系
列
が
豫
想
さ
れ
ょ

.ぅ
。.
f

典
型
I
な

社

會

固.

«

定
費
と
し.て
の
租
税
公
課.は
、
本
來.の
公
安
的
意
味
に.お
い
て
.は
住
居
費 

.の
前
.に
獨
立
し
、
.%
の
他
の
乱
會
保
障
的
意
味
に
お
い
て
は
谷
當
該
項
目
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.
て
準
じ
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考
慮
さ
、れ
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あ
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■•
敗
戰
直
後
の
：昭
和
ー
1
0丨
ニ
'
1年
當
時
の
：宽
計
調
査
に
お
い
て
は
、

(

そ 

の
各
項
目
：支
；出;1
)
合
と
所
得
と
の
間
祀
明
瞭
な
相
關
關
係
が
認
め
'ら
れ
な 

.如

.つ
た
。
：
卽
ぢ

所
得
-
-
#

に
勤
勞
所
得
丨
吖
極
端
だ
低
下
と
共
に
、
：
支
出 

は
ご
れ
と
；
一：
隱

立

じ

た

生

靈

と

し

て

否

應

な

し

広

耍

求

さ

れ

る

結

果 

.
七
^
て
、
、そ
の
差
額
は
い
打
ゆ
る
闇
收
入
、
：笱
等
把
よ
り
極
め
て
.不
安
定 

-

な
狀
態
で
充
赏
さ
れ
て
い
：た
。
唯
飮
食
；

1
費
だ
げ
ば
高
既
得
者
に
お
い
て 

■.む
し
6:
順
相
關
的..に
敗
大
し
へ.、」

の
.
.た
..め
全
體
と
し
て
い
わ
ゆ
る

H

ン
ゲ 

へ.ル
法
則
の
停
止
を
見
る
に
至
づ
：た
こ
と

_は
人
.々

の
記
憶
に
新
た
な
と
こ
ろ 

で
.あ
ろ
ぅ
。

こ
れ̂:
は
:^
時
o'
わ
が
國
民
生
活
が

：、
.

所
得
の
急
激
な
低
下 

'
に
.對
す
る
大
衆
の
危
機
的
な
抵
'杭
と
.、
そ
：の.北
較
的
高
所
得
部
に
お
け
る
. 

;■
'
前
渚
と
相
對
的
な
.意
來
で
の
過
剰
な
適
掘
現
象
と
の
混
在
と
し
て
理
解
さ 

れ
る
こ
と
を
沄
す0
但

し
-
の
過
剩
適
應
も
結
局
は
ー
.：時
的
な
も
の
に
す 

ぎ
な
か
つ.た
と
と
社•、
，
ニ
ニ
年
秋•風
に
至
.る
と
次
第
に
高
所
得
部
に
.お
け
.

:

る
'飲
食
物
費
支
出
の
頭
打
ち
が
觀
察
さ
れ.' 逆

に

.
そ

れ

ま

ゼ

荀

財

源

の

中 

心
^

し
て
い
.'た
被
服
費
の
增
加
が
目
立
ち
始
め
る
こ'f
c
か
ら
も
了
解
出

' 

' 
來
ょ
.ぅ
。
-；
.

'

.

;'\ 
パ

..

卽
ち
被
服
費
も
敗
戰
直
後
に
は
•低
所
得
部
に
お
い
て
極
名
て
少
量
な
が 

ら
1
定
の
'支
出
高
を
保
持
し
て
ぃ
た
の
.で
ぁ
る
が.、
も
'1
.
,こ

の

部

！
^

他

^

保
黻
被
服
の
筍
と
差
引
く
こ
と
が
で
ぎ
る
及
ら
ば
赏
然
負
値
乏
な
る
べ

. 

.

き
も
の
.で
ぁ
る
？
へ
こ
れ
が
二
 

一：1年
秋
ょ
.
^
漸
次
高
所
得
渚
の
支
出
が
增
大 

.

.
し

、
右
土
り̂

^

型
で
あ
つ
た
支.
出
擴
張
線
が
直
線
化
す
る
と
共
に
そ
の
.
.

.

方
向
係
數
k

t

加
し
て
征
常
め
値
に
接
近
す
る
巧
そ
し
七
ー
1

三
年
に
ス
り 

ン
坎
食
物
費
吏
出
演
張
線
に•頭
打
ち
の.
觀
察
さ
.
れ
る
頃̂
2

は
霞
所
得
階
級 

し

咐
近
で
殊
.
に
' #

加
; ^

、
：駕
の
間
に
顯
著
な
代
替
關
係
が
成
立
.
す

る

。
.
ご 

.

.

れ
故
籠
山
京i

 

士
が
ニ
.
1
1ー¥ :

四
1

?

观
降
の
: «

$

都
康
.
計
調
茶
ー
に
，

い

て

>

. 

软
食
物
費
及
び
被
服
費

9

啤
均
茭
出
割
冷
め
：和
亦
各
月
略
々

 

一
^
値
を
保 

.

.• ^

す
る.

V
J

と
を
.
證
明
さ
れ
てV

る
こ
.と

と
.%

併

せ

，
考

慮

；

れ

る

、
へ
.
き

で

ぁ
 

.

ろ
ぅ
。
と
の̂

光
熱
、
担
齊
そ
ぃ
の
他
保■

衞
生
、
へ
交
通
通
信
、
敎
育
等 

の
諸
社
#

固
矩
費
の
和
も
同
時
に.一
ぷ
没
-f
c

%

ち
、
，從
つ
て
殘
餘
の
租
撒 

公
骒
と
交
際
娛
樂
費
の
和
も.
 

一

i

定
：と'
な
る
？'
令

」

.

^

で̂

熱

費

の
: ^

.

は
^
月
殆
ん
.ど
變
化
な
く
、
、..い
ず
れ
の
^
園
..に
加
#
し
て
も
影
響
な
い. 

こ
と
を
，考
慮
す
る
な
ら
ば
、
盤5
:氏
の
こ
：め
結
课
は
前
節
の
最
後
铰
に
到
達 

..
し
た
頊
目
分
類
の
果
列
、
卽
ち
非
耐
久
財
と
1
屬

用

、
：更
.に
後
者
の
內
.
'

•
住
g
費
と
代
替
關
係
に
ぁ
：る
も
紙̂
.
:
:
ぞ

の

他

.
の

租

税

公

課

及

び

交

際

娛

ノ 

枭
と
い
ぅ
|
|分
に
略
々
，1敏
す
る
で
ぁ
ろ
'̂
,。
_:參
考
ま
で
に
同
：1め
計
箅
.-
'
: 

を
戰
前
の
£
閣
家pi
*
調
莶
に
や
い
て
賀
施
し
、

•こ
.の

ょ

夕

な

：
す

宠

化 

の
傾
句
は
始
ど
認
め
ち-^
な
い
.。
■勿
*

—*
五
部
度
に
入
つ
て
.祖
税
公
課
の 

■

比
舉
が
珠
に
說
所
得
者
に
步
い
て
累
積
的
に
上
晃
汝
名
と
ク
飮
食

^

^
と
：
 

の
代
替
亂
係
も
主
と
し
.て
こ
の
部
分
に
成
立
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
被
服 

f

の
關
係
も
学
し
も
消
滅_

謂

最

近(

C 

ぉ
け

家
訃
顼
ロ
に
ぉ
け
る
酎
久
财
の
»

1

味

な
被
服
費
の¥
均
茭
出
割4
ロ
が
：
：
.
.
.
終
に
戰
前
の|

」

わ
ず
か
に
土
廻
る
に'
 

- 

ン

：

至
つ
た
：ど
と
ほ
注
目
さ
れ
て
よ
い

。

•■
■
■ 

^

• 
.

.

.V.

:さ
.て
當
初
低
所
得
部
に
認
め
ら
れ
だ
少
額
耳
つ
一
定
の
被
服
費
支
出
'が 

し
.
そ
9-
い
^

欣
る
作
業
衣
的
部
分
の
雜
持
費
で
あ
り
、
.そ
の
後
の
增
加
部
分 

..

.が
主
と
し
て
個
人
的
な
交
際
服
購
入
に
當

y

ら
れ
た
も
の
と
解
す
る
な
ら
.

.
ば
、
戰
後
の
生
活,
動
に
お
いy

被
服
は
一
時
耐
久
的
な
履
歷
の
持
組
と 
:

し
て
.作
用
し
た
ど
：は.い
^

、
そ
の
後
は
む
し
ろ
非
耐
久
財
的
性
傷
に
お
い 

.
て
伸
張
し
そ
れ
だ
對_.す
る
枠
組
と1
て
.の
歃
省
交
膝
施
說
の
利
用
と
漸

■ 

ノ 

■

.
次
密
接
に
雙
ロ̂
て
い
っ
つ
允
之
考
え
ら
れ
ょ
^
。
：.
こ
の
竭
合
結
婚
前
の
窜 

.

身
世
帶
に
.お
い
ズ
雜
に
被
服
費
め
割
合
が
大
き
く
出
てい

る
- •

と
は
、
戰

一
 

;

前
の
適
當
な
比.較
對
象
が
、え
ら
れ
ぬ
た
め
正
：確
众
證
明
议
困
難

.で
ぁ
：る
に
： 

'
し
て
も
、
ど'4
'
-扒
く
獨
身
中
の
稼
得
で
：結
婚
後
の
被
服
家
具
什
器

1
そ

ろ
. 

.

.

.

.

.

.

.

え
.ょ
ろ
と
す
る
態
度
汾
、
..観
か

.̂
駿
入
り
道
具
と
し.て

：ー
.
+
時

代

前
の
.蔽

覺

に
.ょ
ぃ
る
耐
久
財
め
盤
を
傳
承
す
ス::
1
.り
は
1

1 ^
«
人
化
、.非
耐
久
化
1 

•
fc
el
と
：を

示̂
^
.の
で
あ
る
點
ネ
考
慮
さ
れ
て
ね
い:0
^
論
こ
：の.ょ
ろ
^

パ
#

耐
久
化
が
完
全
に
進
行
す
る
セ
あ
に
は
、
前
述
の
租
税
公
課
そ
の
他
職 

•.
故
衣
服
の
整
難
重
要
众
阻
害
灌
因
が
作
用
し
つ
：つ
あ
る

.

0

し
か
し1.

勝 

.

被
服
費
に
關
す
石
限̂

、
戰
後
の
笱
に
ょ
る
傳
承
性
の
消
耗
と

f

に
家
庭 

.■'

.
•
內
に
お
け
る
所
得
均.1

化
を
背
景
と.
す
る
購
人
の
個
人
别
化
ゼ
-も
考
慮
す 

:

る
な
ら
ば
、
：略

-々

の
傾
向
を
是
免
ぅ2 »
の
で
.
は
ふ
る
ま
い
が。
、
-.
;

.

::
:

.■
',
:

こ

昨
^；
對

：3
弋

往
^i

t

の

施|

暮

用

費

化

は

：、
.こ
の
.期
間
に
お
へ
い
て
必 

ず
し
も
進
展1
た
と
い
.ぅ
判
定
は
下
し
難
い
ょ
ぅ
に
思
わ
れ
る
.？
戰
前
の
ぐ

.

五

七

;o
~:
セ
七)

.
:
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W
E

學
會
雜
誌
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>第
：四
屮
五
卷;;
:

^

:■
'
:

^

“
定
^

^
保
持
丄
な
が
ら
戰
時
中
を
通
し
^
次
第
に
胝
下
し
て
か
マ
た 

.こ
セ
は
興
々
指
摘
名
れ
て
い
る

0
-:
:

め
傾
恂
は
戰
後.そ
.の
極
限
に
達
化
、
ぺ 

奴
前
は
約
，
1

^
夂
內
外
を
在
め
だ̂
の
が
ゎ
ず4
五
％
程
度
に
下
落-1
>
、': 

且

ウ

低

所

得

選.お
处
て
實
額.が

—
定
北
す
る
傾
爾
を
示
し
た
カ
は
被
服 

費
め
：場
合
セ
大
差
が
■か
つ
た
。
、
ぎ
他
め
項
目
め
麦
出
割
ム

«

5
ご
ー
ー
一 

S

年
度
に
お
い
：て
'漸
次
戰
前
の

：

値

：に
接
近
し.た
：に%
が
；か
：あ
あ.ザ
V
住
居
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费
：に
お
け
る
約
，

1
:〇
多
の
開
き
ば.飲
食
物
費̂

お
け
る
略̂

同
額
の
.博
大
：
 

::

と
見
合
々
た
す
杏
現
在
に
至
つ
：
て

.：い
る1
:
の̂
間
戰
災
等
に
よ
名
家
屋
の
： 

へ
大
量
喪
夾
め
結
果
と
ム
て
借
家
の
减
少

AJ
借
間
の
增
太>
:七
シ
.フ
レ
：
に
よ" 

る
舊
家
賃0
ー
低
落
と
ー
：新
家
賃
の
：騰

貴

、
：：

.：假
小
屋
的
：
--
1
潞
家」

め
增
加
等. 

と
：、

前
ち
支
配
的
で
あ
.つ
た
小
.i

r-
よ
る
私
經
營
的
借
家
建
設 

の
不
能
に
代̂
大
企
業
及
び
中
炎
地
方
.の
自
治
體
に
よ
.る
供
與
住
宅
め
推 

'て
進
等
が
主
要
な
變
北
と
し
て
算
文

IO
れ
よ
3
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->
u
.て
こ
れ
ら
の
ぅ
ち
最 

:後
の
も
な
を
餘
い
そ
：は

、
金
文
住
居
め
非
社
會
的
耐
久
財
化
を
观
進
す
る 

.條
件
.に
こ
そ
欢
办

(

.撤
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固

定

麈

的
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修

騎
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.
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他
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反 

面
に
：お

け

る

特

家

の

資

產

か

ら
.は
逆
行
す
る
も
：の
：と
い
：わ
な
け
れ 

过
な
ら
な
い
デ
但̂
そ
^
よ
チ
な
質
的
狀
诞
の
卞
に
あ
ヶ
な
が
ら
も

、
.
^

■

の

絕

對
.'
©

に
お
：け
：る
消
耗
の
谳
凍
は
、
>家
庭
生
活
忆
お
け
る
耐
久
財
そ
の 

も
の
の
位
置
に
儆
等
か
の
變
化
龙
允
た
ら
ず
べ
き
こ
と
も
1

せ
ね
ば
な 

:

ら
ぬ
。
，
土
ン
ダル

I

の

停

止

が

ヽ

〈

所

得

：の

急

激

な

低

下

に

對

し

て

；
在

來 

办
消
費
生
活
に
お
け
る
支
出
習
慣
を
保
持
し
よ
5

と
す
る
抵
抗
現
象に
ほ

五

八

：

(
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办
な
ら
ぬ
-<-

と
は
、
生
活
變'1
|.
の
.過
程
に
お
け
る
謹
現
象
の
法
則
と
し 

,

;
て
旣
に
她
の.
機
會
に
詳
論&:
た
。
：：卽
^

画
初
に
お
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適
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得
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澈
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お

け

を
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び

施

設

利̂
支
出
め
：漸
增
に.
よ
つ
七
、'̂
た
た
び
エ 

.

シV

ル
法
則
の
：妥
當
と
な
：

つ
：.

て
現
象
し
始
め':
^

:0

こ.9

場
合
兩
者
の
抵
抗'

.

.波
の
ズ
.レ
'ば
、
單
な
冬
履
歴
類
型
の
相
異
の
み
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
一
 

ンf

に

後

者

の

避

杭

：
へ

^
移

行

に

當

つ

：
て
：

.、
戰
後
イ
V
7か
め
强
行
收
朿
と 

'
:
.
-
社
會
秧
序
：の
再
建
に
も
と
ず
く
環
境
壓
力
を
無
視
ナ
る
'ぐ
と
は
で
：き
な 

-
.v
'
o
iれ
は
猶
わ
が
國
に
缸
け
る
生
活
變
動
め
粋
組
於
ヽ
當
初
に
.お
い 

■•
:

:て
家
庭
内
的
な
耐
久
財
保
有
を
そ
：の
主
要
故
物
質
的
蕋
盤
と
す
る
も
の
■で 

;

• :

.ぁ
つ
缸
こ
と
を
否
定
す
る
む
の.で
は
な
い
に
し
て
も
、
そ
の
履
歷
の
過
程 

:.

に
夾
い
て
い
；れ
命
る
社
會
固
定
費
と
し
て
の
保
健
衞
生
.、「

交
通
通
信
、
交 

'.

際
等
め
諸
費
が
相
當
の
役
割
を
演
じ'た
と
と
も
關
聯
し
て
宄
分
考
慮
さ
れ.

る
べ
き
で
ぁ
ろ.ぅ
。.更
.に
被
服
費
の
非
耐
久
財
化
に
ぁ
石
種
の
進
展
が
認 

: 

'め
ち
れ
る
と
す
れ
ば
、
.他
方
：に
最
大
の
耐
久
財
部
分
と
し
て
の
住
居
費
に 

V

依
然
根
本
的
な
變
化
の
傾
向
を
求
め
難
い
と
し

.て
も
、
い
ま
や
履
福
期
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，
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最
後
：の
過
程
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お
い
て
、
そ

の

絆

組

が

わ

ず

つ

.つ
に
も
せ
よ
社
會
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施
設
利
用
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,
つ
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ぁ
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こ
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疑
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ぁ
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他 

:
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履
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お
け
る
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物
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對
す
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喰
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が
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_家
庭
內
^
な
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耐
久
財
支
出
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る
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に
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屢
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職
場
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お
け
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，勞
働
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低
下
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つ
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補
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さ
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す
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し
て
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社
會
固
定
費
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强 
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僩
を.
と
も
な
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場
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阻
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し
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す
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度
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す
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が
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さ
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れ
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。
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し
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し
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資
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.
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す
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れ
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.

.;.

, '
':
;
:

の
あ
る
こ
と
が.當
然
豫
想
さ
れ
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懸
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す
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れ
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資
本
主
義
社
會
に
お
け
右
犬
衆
の
實
質
所
得
低
下
が
、

エ
ン
ゲ
ル
の
法 

,

則
に
從
0
て
#
質

的

に

貴

徹

さ

れ

て

ゆ

く

過

，程

は

、

.
い

わ

ば

絕

毁

的

窮

乏
 

化
の
段
階
で
あ
る
と
稱
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
は
勞
働
の
肉
體
的 

:

.な
能
率
維
持
の
.た
め
に
不
可
缺
な
支
池
部
分

—

姝
に
飮
食
物
費—

は
比
較
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.
的
恒
常
に
保
だ
れ
る
の
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し
で
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生
活
の
意
識
的
態
度
を- >

殊
に
そ
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社
會
_
な
自
覺
と
の
關
係
に
お.い
‘て
構
蔽
す
る
素
抹
で
あ
る
耐
久
財
、
施 

.

設
利
用I

殊
に
い
わ
ゆ
る
雜
費
丨
の..た^
の
.支
出
部
分
が
專
ら
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牲
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れ
る
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く
て
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に
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近
代
的
な
_
用
契
約
^
も
^
す

,<
ー
 

.

.社
會
的
な
勞
働
諸
關
係
管
が
か
わ
ら
ず
、
.
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狹
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し
か
る
に
エ
ン
ゲ

'ル
の
法
猢
は
、
旣
に
述
べ
た
^
と
く
励
態
に
ぉ
い
て

■ 

:

.履
歷
現
象
を.と
も
な
う0
そ
れ
は
旣
に.社
會
固
定
費
化
し
た
施
設
利
用
、

.

犮

ぴ
|へ
定
：の
生
屋
式
を
そ
れ
ど
共
：に
構
亂
す
る
諸
々
.の
生
;^
習

慣

：
、

從

；

ノ
つ
て
そ
れ
を
：吏
え
：る
物
質
的
背
景
と
し
て
#
:耐
久

財

奮

の
'た
め
：に
す
る..

茭
出
が
、.
>肉
體
能
荦
維
持
の«1
掛
性
を
懷
牲
に
'1>
.て
も
固
守
さ
れ
よ
う
と 

: 「

す
る
傾
昀
に
ほ
.が
：な
ら
な
か
::
:0
勿
論
.こ
の
場
合
め
も
固
守
ざ
：れ
石
生
：繼
へ 

遒
の
粋
砠
が
家
庭
內
的
な_
久
財
を
*

^
と
す
る
%-
£0
:
_で
^'
る

^

ム
ロ
に 

.
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:
'は
、
：
そ.こ
に
.ひ
.ぎ
ぉ
ム
さ
れ
る
_心
：理
カ
學
的
な
瘍
の
緊
張
が
、.社
會
的
な
' 

實
踐
へ
：：_の
：意
識
化
轉
化
ず
る
可
能
性.は
ま
だ
求
め
ら
忙
な
：い
。ノそ
の
本
め 

,
'

.

に
は
生
塞
造
の
粋
自
體
が
、
そ
の
中
核
を
次
第
に
社
會
固
定
費
の
.、部
分 

へ
と
移
し
.て
ゆ
く
過
程
を
問
題
七
し
方
け
れ
ば
な̂
な
い
が
、

-
應
こ
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う
な
不
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張
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乏
化
の
段.

.'
階

を
/>
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化
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狢
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■
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造
的
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乏
化
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ま
ま
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定
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を
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..
す
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な
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落
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下
に
構
造
的
な
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階
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し
ヶ
る
が
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間
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

0
そ
■し
て
資
本
主
義
社
會
の
斷
え
：
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:ざ
る
變
動
吖
過
程
，に
お
1>
て
自
已
を
貢
徹
せ
ざ
る
を
え
な
い
婊
術
的
合
理

.

性

：の
う
ち
に
、
こ
.れ
ら
；の
鶉
本
的
な
諸
契
機
を
ざ
ぐ

V

る
.こ
と
は
さ
'ほ
ど
困 

;.
難
で
.は
あ
を
ま1'
::
0
ま
ず
絕
對
的
窮
泛
化
の
.過
程
で
あ
る
が

(

い
か
に
沒. 
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落
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民
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本
U
:て
も
、
現
實
：に
は
必
ず
何
等
か
一
の
：水
準
に
お 

:

-U
;て
履
歷
現
象.の
嚴
存
ず
る.こ
と
は
、
'
戰
ぷ
の
耍
保
護
世
帶
に
關
す
る
最 

,

:近
；の
調
蜜
に
、よ
タ
て
も
明
瞭
に
痛
摘
さ

.
3̂

問
題
は
ぞ
か
水
準
の
量
的 

質
的
內
容
に
あ
り
、
.
.殊
'r
そ
の
絕
對*-
的
か
大
.い
さ
と
■そ
の
切
下
げ
に
苯 

ソ
っ
立
づ
增
加
あ
る
い

.は
減
少
の
傾
拘
は
、
'
履
膣
に
と
も
な
う
抵
抗
の
實
踐
的 

.
;•
、
骚
度
と
永
續
性
と
を
規
定
す
名
で

.あ
ろ
う
0 

'
勿
論
こ
の
場
合
に'も
端
|#
'

的 

.

な
質
的
構
造
と
し

V

は
家
庭
内
的
な
耐
久
財
の
枠
組
が
支
配
的
と
な
ら
冬 

る
を
え
な
い
が
、
そ
.の
抵
抗
を
比
較
的
强
カ
に
推
進
し
う
る
前
衞
的
な
少 

ヾ
、
敷
者
が
、
資
本
主
義
社
會
內
で
そ
の
目

^

を
合
理
的
忆
貫
徹
す
る
た
め
當
. 

;

然
要
求
せ
ざ
る
を
え
な
い
就
會
敗
策
的
諸
制
度
、
諸
施
設
に
よ
つ
て
、
吏 

に
廣
範
な
勞
働
大
衆
の
窮
泛
生
活
に
新
た
な
構
造
的
枠
組
を
創
設
す
る
可 

ぃ

,•
.能

馨

無

視

す

な̂:
と
は
で
き
な
い
。
他
面
に
こ
の
よ
う
な
諸
制
度
•
諸 

.
,•.
.-
施
設
は
、
：絕
對
的
窮
乏
化
の
生
み
だ
す
窮
民
的
な
勞
働
態
度
を
、
近
代

H

 

ノ
場
制
工
業
の
要
求
す
る
技
術
的
合
理
性
に
從

5
勞
働
请
と.し
て
.の
態
度
に 

ま
で
淘
冶
す
る
と
ご
ろ
の
^

の
で
も
あ
る
。
但b

sl
:れ
ら
.の
合
理
性
が
實 

•
規
の
織
會
を
う
る
め
ば
資
沐
主
義
社
會
の

_
動
過
程
に
お.け
る
此
較
的
好

. 

況
期
に
お
い
て
の
み
で
あ
り
、
不
況
期
に
お
け
る
そ
の
後
退
と
共
に
、作
用 

,

す
る
履
歷
現
象
は'、’次
第
に
そ
の
家
庭
內
的
耐
久
財
を
消
耗
す
る

.こ
と
fc

山

O

.:

ょ
つ
て
、
構
造
的
粋
組
.の
社
會
化
と
從
つ
て
そ
の
抵
抗
水
準
の
階
級
的
統 

.

1

化
と
を
撒
し
進
め
る
こ
：と-と
な
ろ
ぅ
。

,
資
本
主
義
社
會.に
貧
徹
ず
る
い}
ゅ
る
窮
乏
化.の
敗
則
は
：、
唯
ぞ
れ
だ 

.

け
の
.量
的
進
展
を
％

つ
で
し
て
は
眞
に
近
代
的
意

.識
を
身
_に
.つ
け
だ
勞
働 

.

者
階
級
を
大
量_
創
出
，

る
こ
ど
は
で
き
な
：い

9
:大
衆
生
活
の
量
的
窮
乏 

「

化
は
勿
論
そ
.の
階
級
策
識
を
胗
成
す
る
絕
對
的
な
必
要
條
件
で
あ
る
に
し 

て
%.
、
ぞ
れ
.が
眞
に
前
近
代
的
な
舊
い
生
活
意
識
を
脱
皮
す
る
た
め
の
充 

,
.分
條
件
'と
し
て.ば
、
ニ
.定
の
端
緖
：
^

-1
變
索」

：
と

し
-?
:
.の
寶
本
主
義
武
：
 

"
會
に
お
け
る
技
術
的
合
理
拽
丨
ぞ

.れ
は
#

座
行
程'に
お
_い
て
は
機
械
化, 

.

.と
も
な
ぅ
集
團
作
業
を
、
ま
た
ぞ
の

.管
理
撒
構
に
お
い
て
は
統
.

1

的
な
勞 

.働
條
件
い
殊

g

給
與
形
態
を
も
た
ら
す
I
を
.必
要
.と
す
る
。
一
勿
論
觸
蹲
た 

'け
で
化
學
變
化
の
進
行
す
る
ん
の
セ
ー
は
な
ぐ
、

^
の
瘍
合
の
變
化
の̂
成
. 

.

物
で
.あ
る
社
會
政
策
的
諸
制
度
諸
施
設
に
つ
い
：て
も
、
-そ
の
由
來
を
資
本 

主

霞

會

に

お

け

ゐ

總

資

本

の
.合
理
的
思
惟
の
み̂
求
め
る
：の
は
誤'0
で 

.
あ
る
に
1
て
も
、
こ
の
合
理
性
ね
制
約
さ
：れ
る
行
爲
が
結
局
窮

^
化
過
程
- 

_,

の
.形
態
變
化
を
引
き
お
こ
し
、

.

.や
：が
て.
.-|
*
の
結
果
.と
し
て
生
れ
く
る
近
代 

ン
.
.

.

的
勞
働
者
階
級
の
壓
カ
.，の
下
に
更
に
政
策
妙
諸
制
度
を

J
進
せ
ざ
石
、
V
Jえ 

‘

.な
く
な
.る
過
程
.は
、
充
汾
に
奢
慮
さ
れ
る
必
耍
が
あ
ろ
る

。；
'■

■:'
 

-
.
.
ミ 

-

生

瘍

造

論

は

、.要
t
る
に
こ
の
窮
乏
化
の.第
-
|段
階
办
呓
第
ー1段
階 

へ
、
更
に
第
一M

m
内
で
の
形
態
變
化
、の
機
f

 

す
る
も
の
に
ほ
か 

.

.な
ら
な
い
。
第

11T

の
段
階
とI

V
の
：い
わ
ば
意
識
的
窮
远
化
の
過
程
.へ
の 

,

轉
化
に
ギ
い
で
：ぼ

、
.：社
會
心
理
學
的
な
場
參
事
&

.
對

，
す

右

ー

，
：
種
の
一

/
.

.

■.
'
■
:
:'
一
 

■

:
- 

,
 

. 

- 

'
パ
 

\
:

〉

.
：

-

,

. 

'

家
計
項
闫
に
ぉ
け
み
耐
久
财
の
意
味

；

-
-

• - 

E
i
n
s
c
b
u
c
h
t

の
成
立
が
、

主
要
な
課
題
と
し
て
問
わ
.れ
な
け
れ
ば
な
ら 

■ 

•
な
く
な
る
。
ぞ
こ
：で
.は
先
：に.重
視
さ
れ
た
家
庭
生
活
に
.お
げ
る
綠
合
的
な.

.,
:
:態
度
の
變
動
に
對
し
て
、
始
め
て
‘個
個
人
の
比
較
的
高
庚
の
意
識
形
態
に 

:
;-
,於

；

S

る
轉
換
が.注E

I

さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
.：か
ぐ
て
生
活
構
造
論
は
、
そ 

•
•-
れ
を
勘
薇
：
^
む
で
更
に
高
度
の
學
間
的
展
開
を

.期
待
さ
れ
る
べ
き
：
Q

?

..
t
a
l
t
-»
r
>理
學
の
分
野
に
、
そ
の
研
究
を

^

す
る
で
あ
，ろ
う
。

唯

そ

の

, 

場
ん
口
に
も
、
坐
活
構
造
の
履
歷
に
對
應
す
る
，心
理
學
的
生
活
空
間
の
緊
張 

が
個
人
の
欧
會
的
な
意
識
形
態
に
轉
化
す
る
要
因

—

酵
素—

と
し
て
の
技 

. .

術
的
合
理
性
を'
職
場
生
活
に
お
け
る
勞
働
の
社
會
化
、

：

殊
に
機
械
化
に 

:
と
も
な
う
集
團
作
業
と
統
.
1的
な
給
满
形
態
と
ビ
求
め
う
る
こ
と
を
豫
視 

パ
す
る
の
は
必
ず
し
も
困
難
で
は
な

.い
。
：換
言
す
れ
ば
、
社
會
固
定
費
に
よ 

.
る
施
設
利
用
が
：あ
る
程
度
家
庭

.生
活
の
内
容
に
有
力
な
.地
位
を
占
め
、
家 

:庭
內
に
：お
汁
る
耐
久
財
に
野
す
を
支
出
を
壓
倒
す
る
に
至
つ
て
、

1始
め
て 

_
場
に
お
け
る
作
業
環
境
も
積
極
的

.に
,
働
1
意
識
の
形
成
に
作
用
し
う 

.
る
基
盤
が
興
え
ら
れ'?
>
と
解
す
る
の
で‘

-?
)
':0
わ
が
國
.の
近
代
的
エ
場
制 

.
エ
業
に̂

い
て
ヾ
そ
の
生
產
技
術
.の
合
理
化
、
機

械

化

に

も

か
か
，
わ

ら 

ず
つ
依
^ '
と
し
て
職
場
に
お
け
る
親
分
小
分
的
作
業
環
境
め
馨
し
續
け 

て
い
る
の

は
、
.

こ
の
こ
と
を
逆
の
側
面
よ
り
立
證
す
る
も
の
と
も
い

え

よ

 

，'う

.0
そ
の
背
後.に
よ
こ
た
わ
る
强
カ
な
家
恭
制
的
履
歷
が
，
他
方
依
然
た 

. 

'
.
る
社
會
政
策
の
缺
除_.と
低
賃
金
：と
に
禍
ざ
れ
だ
家
計
.の
施
設
利
用
に
お
け 

■

•

る
寶
困
に
も.か
.か
わ
ら
ず
、'資
本
主
義
社
會2:
殷
的
危
機
と
共
に
.そ
の 

「

. 

' 耐
ル
財
の!
：組
を
半
ば
贩
制.的
に
蕩
盡b
.つ
く
さ
れ
て
ゆ
く
過
程
の
う
ち

,

.-

六
：

1

.(

ニ
八
じ



'

'

丨
：
：
3fl
l

學
會
雜
誌
'

雉
四
十
茈
卷
。
第
®
戚

:-
^

.

-f
c

N

が
國
勞
麵
霞
級
：没
意
識
的
坐
長
を
探
石
新
：た
な
社
會
心
理
學
の

: 

課
題
が
见
出
さ
れ
る
か
で
は
あ
る
ま
い
か
。
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.
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骷
2)

：
-,
;鼠
虫
省
酏
#,
局
保
難
課
の
國
玟
也
活
實.|
|
麗

^
お

け

々

耍

.
：

.

■: 

...保
談
贤
帶
に
齡
す
石
痛
山
京
博
击
の
树
爽
で
迪
く
第
萆
间
昶
會
政
バ 

:

:

?策
學
會
大
：會
に
扣
い
て̂

S

3>
v

資
本
主
義
社
脅
の
成
立
へ
の
初
期
吣
お
> >

て.
、後
族
制
度
；€ >

崩
‘

: .

.

"

邀
が
充
分
：に
進
行
：せ
：ず
、'
復
合
的
.

な
產
業
權
成
め
も
つ
.

ね
が_

の'
- :.

:

:

場
合
、
；：こ
©

好
：況
_

及
：び
不
況
に
.

ょ
る
：生
活
變
動
'

の
：み
セ
そ
の
履
歷
'

:

—

め
形
態
變
化
が
進
行
す
る
か
瓦
が
に
は
若
干
問
題
が
あ
る
。
t

;- .
■

,

•'
•

:

'

に1
,

臉
的
危
機
.

の■
段
階
に
お
け
る
强
制
的
外
力
ー
全
體
域
帶
、
'超

.
ご 

'
'

个
.ン
フ)

.レ.丨
シ.

b

 

.

ン'、.m
a

等
1
.
;の_
擔
ぅ
ひ
.

と.
.

つ
の
.役
^

が
：推
定
.

:
:;
;

:.
^

れ
る
_

9:
:

.:-
:
:
.
. 

,  

. '

一-
0
6 

'

大
砘
內
ー
男
氏
蕃
ー
社
會
政
策
原
理̂

昭
和
ニ
六
部
”

五
：

' 

•
三—

I

 

六
1
K
P
 

へ

、.
フ
;' .

.

'/:
ノ
：
ゾ

广
^̂
^̂ 

.

.
'

■
 

(

能
5:)

：
卽
ち
こ
の
揚
合̂

も
、
生
活
關
係
の
轉
換
が
先
ず
行
わ
れ
て
'
 

•;
■

,

.

か
ら
巫
.

旅
御
係
.

の
敗
代
化
が
成
熟
す
る
形
態
と
、
近
代
的
な
亚
產 

■■
-.
'

■

行
程
が
外
的
に
移
入
さ
れ
な
が
ら
\

生
活
內
容
の
形
態
變
化
.は

そ
;' . 

■;
'

の
後
に
殘
さ
れ
た
問
題
と
な
る
形
輝
と
の
差
興
が
注E

さ
れ
：な
け 

'

7
.

.

れ
ば
.

な
ら
な
い
：
o
 

.

•

な
ぉ
前
者
の
與
體
的
な
進
展
に
づ
ぃ
て
は
.ヽ

今
世
紀
前
半
の
'ィ
ギ

リ
ス
努
働
者
业
沽
に
關
す
石
諸
調
盗
を
詳
細
に
鞀
介
名
れ
た
も
の 

.

.

.

.と
し
て
、̂

本
英
太
郞
氏
.「

ィ
ギ
リ̂

勞
働
階
級
窮
：乏
化
の
-一
斷 

く
.

而
1_
、

—
1

九 
ーー

£ '

ゝ
六
竿
代
の
勞
働
調
盗
を
巾
心
と
し

X

丨
ハ
㈱

.

.'.
濟
論
叢
六
八
卷
六
號
：£

1

10'
0
5
.
:
參
：照

,0
,
、

，
.

'
へ

-T
.

九
'.五
一1.
.
.
1.
T
4..
七
；
'
.
.

C

後
記
：
.本
縞
の
起
填
.に
常
り
、
'

H

ン
ゲ
ル
の
原
書
參
照
に
關
し
苽
大 

M
濟
學
部
硏
究
室
に
：お.い
で
，#
々
御
便
{且
を
與
ぇ
ら
れ
た
隅
谷
三
蕃
扔 

,
助
.敎
授

：
に

對

し

て

、

•こ
.こ
、に
深
，い
謝
意
を
表
す
次
笫
で‘
る
。)

\.
.
紹
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^|
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.
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1
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ニ
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命

以
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•

,
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:

'
台

、
：
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.ラ
.
.ゾ
ス
苹
命
と
資
本
主
義
の
發
展
ン

.

ン
て
：
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'

■
•
四
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過
渡
！

ら

成

熟

へ
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i .

ブ
ラ
ン
太
革
命
以
前
知
る
貴
族
は
次
の
ょ
ぅ
に
言
つ
た
と
い
わ
れ
る
。

.「

フ
づ
シ
ス
壬0
の
た
め
に
僧
侶
は
祈
り
を
捧
げ
貴
族
は
血

.を

.そ
し
'て
平 

民
は
§

捧
げ
.る
1-
と
，
ヒ

-'
5
>」

.と
は
何
ょ
り
栌
農
民»»
勞

働

者
./
手
エ

業
者
及
び
配
業
資
本
家
を
含
め
<
.フ
％

シ

：
ス

め
.全

人

民

が

：
重

税

.に

苦

し

‘ 

.

.

.

：

.

.

 

•
: 

一
.

.' ..

'ュ.ル
ゲ
ン

.
ク
チ
ン
ズ
キ
一
聚

「

フ
.ラ
.
‘ン'ス
勞
.働
史
.

j
.

..

み
、
封
建
的
な
搾
取'に
惱
ん
で
い
た.
こ
と
を
裏
づ
け
る
と
と
も
に
、
こ
れ 

•

は
ま
た
國
王
を
中
心
と
す
る
貴
族
僧
侶
な
ど
の
支
配
階
級
の
腐
敗
と
墮
落 

.

.
の.
あ
:̂

わ
れ
で
も
あ
っ
た.
。
十
<

世
紀
初
頭
の
：フ
ラ
シ
ス
は
ル
ィ
十
四
世 

>.
の
政
策.
の
失
敗
に
よ
り
、
財
政
は
窮

w

化
し
民
衆
の
生f

極
度
に
お
し 

-

,

さ
げ
ら
れ
て
い
つ
た，0
ぃ
ゎ
ゅ
る
ァX

シ
ャ
ゾ
•
レ
ジ
1
ム
の
下
に
大
衆 

'
は
苦
惱
し
、
演

劇•.
繪

畫
‘1
•

建
築
な
ど
の
文
化
も
停
滞
し
て
い
た
。 

:

フ.
ラ
シ
ス
全
土
の
五
分
のJ
T-
は
僧
侶
と
貴.

に
よ
つ
て
所
有
さ
れ
、f t
--侶 

ン.
が
十
分
のT.

税
か
ら
得
ら
れ
る
收
入
は
國
家
の
租
瑰
收
入
尤
り
も
多
く
、

:
.
•
又
貴
族
.は
裁
判
權
を
握
り
官
職
の
賣
買
も
商
品
取
引
の
如
く
公
然
と
行
わ 

れ.
た
。
'

.
-

-

フ
ラ
：

>；

ス
革
んg

は
こ
の
：よ
う
な4-

八
世
紀
以
来
の
ル
-ィ
王
朝
の
失
政
と 

.

人
民
大
衆
に
對
す
る
は
げ
し
い
壓
迫
が
.そ
の
頂
點
に
達
し
た
結
果
起
っ
た 

歴
史
上
の
大
事
件
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
又
フ
ラ
ン
ス
人
民
に
と
つ
て
彼
等 

.

.
の
近
代
生
活
の
は
じ
れ
り
で
あ
り
、
■
フ
ラ.v

ス
資
本
主
義
の
た
め
の
序
曲 

で
%:
あ
：つ
た0

ユ
ル
ゲ
シ-

ク
：チ
ン
ス
キ
ー
は
あ
ら
.ゆ
る
統
計
資
料
を
使 

,

づ
て
：
.
、
フ
ラ
ゾ.
.

ス

人

民

の

生

活

を

資

本

主

義

の

發

展

の

中

に

具

睛

的

に

._っ 

:

か
も
う
と
努
力
し
て
本
書
を̂
と
^:
上
げ
た
よ
う
で
あ
る0:'

人
民
の
大
多
數
を
し
：め一

一
目
語
に
絕
す
る
支
配
階
級.の
搾
取
を
%

っ
：て
、 

■ :

汍
だ
す
ら
宿
命
と

(

懸

し

<
的
た
：
フ
ラ
ブ
ス
の
.
農

民

は

■ '
,

一
 
ゼ

I

五
^

に 

■

は
、
：#

だ
自
曲
民
货
は
灰
く
農
规
で
あ
っ
だ
。
十
八
世
紀

■の

物

期

：
に

ぁ

'
っ

•

ン.

/

し
、
.
.
.
，

 

、.
' 

'
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•
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